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「塔寺山いこいの森百年委員会」の紹介
　平成22年、会長が町の同意を得て、数人の有志と、「い
こいの森」の再興整備活動を始めたことがきっかけとな
り、百年先の子孫に誇れる素晴らしい綺麗な山を残そう
と、平成24年に設立されました。
　設立趣旨に賛同した有志で構成し、現在の会員は17名。
　これまで10年間かけて、桜（約100本）、もみじ（約
50本）、やまぶき、つつじ、しゃくなげ等の多彩な植栽と
歩きやすい遊歩道の整備をしてきました。また、植栽時に

「桜エリア」と「もみじエリア」の２つに分けることで、
年間を通じて、四季折々の木々に触れ、自然に親しみ、山
歩きを楽しめる、本当の「いこいの森」を目指して周辺整
備を進めています。
　また、最近では「いこいの森活動」とは別に、新規活動
として、『くるみ部会』を立ち上げ、遊休農地を利用して町
特産の「くるみ」を植栽しており、地域の農業振興に寄与
する活動にも取り組んでいます。
会長　白井　岷吉（℡ 0242-83-2554）

設立趣旨

会　　員
活動内容

問合せ先

ばんげの宝
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「あたらしい議会議員の紹介」（２Ｐ～３Ｐ）

第１回定例会の主な審議案件令和元年度補正予算
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あたらしい議会議員の紹介
～ 新 構 成 で ス タ ー ト ～～ 新 構 成 で ス タ ー ト ～

今期から議員定数14名へ
平成28年 ６ 月より、議会改革特別委員会において、約 ２年間に及び協議がなされました。

平成30年第 １回定例会において、議員定数を ２名削減し、14名とする「会津坂下町議会議員定数

条例の一部を改正する条例」を提出し、賛成多数で可決されました。

これにともない、常任委員会数も ３から ２へ再編されました。
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入
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サ
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又
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あたらしい議会議員の紹介
～ 新 構 成 で ス タ ー ト ～～ 新 構 成 で ス タ ー ト ～
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正副議長就任あいさつ

町民に信頼される身近な議会を目指し、今後４年間、町政の発展

に議会全員で取り組んで参ります。よろしくお願い申し上げます。

会津坂下町議会議員一同

　新緑の候、町民の皆様方には益々ご健勝のこ

ととお慶び申し上げます。

　去る、４月３日に開催されました臨時議会に

おきまして、私どもが名誉と伝統のある会津坂

下町議会議長、副議長に選任されました。

　責務の重さに、身の引き締まる思いでござい

ます。

　今期より議員定数を2名減の14名に、３常

任委員会を２常任委員会に再編し、議員の力を

結集し、町民本位の議会活動に努める所存であります。

　さらに、「開かれた議会、活力のある議会」構築のため、町民と議会議員が意見を交わす「ば

んげ未来トーク（町民懇談会）」の開催や、「議会を代表しての質問」を実施し、議会内で検

討することで、議論を活発化し、町政の課題を共有しつつ、諸課題の改善策を提案してまい

ります。

　特に今年は、第六次会津坂下町振興計画の初年度の重要な年となることから、町政におけ

る財政基盤など課題解決に向け、第六次会津坂下町振興計画の「みんながつながる」を基本

理念とし、町民が夢と希望を持ち、安心して暮らすことのできる町を、私ども、議会議員一

人ひとりが、自らの責務を自覚し、議会基本条例に基づき、町民の意思を的確に町政に反映

できる議会の確立を目指してまいります。

　町民皆様の叱正、ご鞭撻をお願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。

議　長
水野　孝一

副議長
青木 美貴子
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新 し い 議 会 の 構 成
議　　長　水　野　孝　一
副 議 長　青　木　美貴子

令和 ２年 ４月 ３日� 改選
令和 ２年 ４月 ３日� 現在

委員会名 委　員　長 副 委 員 長 委　　　　　員

総務産業建設
（ ７人） 渡 部 正 司 佐 藤 宗 太

目 黒 克 博 横 山 智 代
山 口   　 享 酒 井 育 子
水 野 孝 一

文教厚生
（ 7人） 赤 城 大 地 物 江 政 博

蓮 沼 文 明 小 畑 博 司
渡 部 順 子 五十嵐　一　夫
青　木　美貴子

議会運営
（ ４人） 渡 部 順 子 酒 井 育 子 赤 城 大 地 渡 部 正 司

委員会名 委　員　長 副 委 員 長 委　　　　　員
広報広聴特別
（ ５人） 青　木　美貴子 横 山 智 代 目 黒 克 博 蓮 沼 文 明

小 畑 博 司

五十嵐　一　夫
山 口  　 享会津若松地方広域市町村圏整備組合議会議員（２人）

酒 井 育 子監査委員（議会選出）（ １人）
赤 城 大 地国民健康保険運営協議会委員（ １人）
渡 部 正 司会津若松地方土地開発公社理事（ １人）

総務産業建設常任委員会 文教厚生常任委員会

議会運営委員会 広報広聴特別委員会
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討
論

令和２年度
　一般会計について

私はこう考える

　

本
案
に
つ
い
て
賛
成
す
る
も
の
の
要

望
・
提
案
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

み
な
し
道
路
の
取
り
組
み
を
今
後
補

正
で
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
町
長

の
退
職
金
を
な
く
す
取
り
組
み
を
願
い

た
い
。
現
庁
舎
は
い
つ
使
用
不
能
に

な
っ
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
早

急
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

町
に
元
気
が
な
い
、
元
気
に
な
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。
ま
た
、

会
津
坂
下
駅
・
立
木
観
音
等
へ
の
早
急

に
喜
ば
れ
る
ト
イ
レ
設
置
の
推
進
、
企

業
や
施
設
、
ホ
テ
ル
の
誘
致
運
動
の
展

開
を
願
い
ま
す
。

五十嵐一夫議員賛 成
　

歳
入
面
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
、

県
補
助
金
な
ど
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

町
税
、
固
定
資
産
税
収
納
に
お
い
て
収

納
率
を
上
げ
、
歳
入
確
保
を
図
る
姿
勢

を
評
価
し
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
子
育
て
支
援
、
住
民

福
祉
向
上
の
予
算
等
も
確
保
さ
れ
、
公

債
費
の
早
期
返
還
、
起
債
を
な
る
べ
く

お
さ
え
る
努
力
が
見
ら
れ
る
予
算
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
調
整
基
金
の
積
立
金

が
不
足
し
て
お
り
、
今
後
は
予
算
規
模

に
合
っ
た
積
立
金
の
確
保
を
目
指
す
こ

と
を
望
み
ま
す
。

三橋　　薫議員賛 成
　

第
六
次
会
津
坂
下
町
振
興
計
画
の
ス

タ
ー
ト
の
年
で
す
。
そ
の
初
年
度
は
非

常
に
重
要
な
年
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

　

当
面
は
、
財
政
健
全
化
を
最
優
先
課

題
と
し
、
町
の
将
来
像
と
し
て
掲
げ
た

「
や
っ
ぱ
り　

ば
ん
げ
が
い
い
」
と
思

え
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
あ
る

程
度
の
予
算
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

よ
る
創
意
工
夫
に
満
ち
た
取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

山口　　享議員賛 成

当初予算の前年度比較　　　　　　　（単位：千円）
会　計　区　分 R2 H31 対前年比
一　般　会　計 6,820,000 6,889,000 ▲ 1.00％

特
別
会
計

国民健康保険 1,856,653 1,869,534 ▲ 0.69％

介護保険 2,150,220 2,217,124 ▲ 3.02％

後期高齢者医療 195,578 180,293 8.48％

下水道事業 501,500 418,700 19.78％
坂下東第一地区土
地区画整理事業 232,623 179,225 29.79％

農業集落排水事業 71,300 68,900 3.48％
水道事業会計
（収益的収入の比較） 530,272 494,774 7.17％

第六次会津坂下町振興計画がスタート第六次会津坂下町振興計画がスタート

堅実な予算配分を評価堅実な予算配分を評価

令和 ２ 年度各会計の当初予算の額
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ピック
　アップ

　

町
内
在
住
、
あ
る
い
は
通
勤
・

通
学
す
る
若
者
の
地
域
づ
く
り

へ
の
参
画
や
地
域
と
の
交
流
を

推
進
す
る
た
め
、
青
年
団
体
や

地
元
高
等
学
校
等
と
連
携
し
、

地
域
づ
く
り
活
動
を
実
践
す
る

場
と
し
て
「
若
者
集
会
」
を
実

施
す
る
。 若

者
に
よ
る
地
域

づ
く
り
活
動
の
推
進

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
て
、
地
域
住
民
が
集

い
、
互
い
に
相
談
し
合
い
、
課

題
を
共
有
す
る
た
め
の
機
会
と

し
て
「
地
域
づ
く
り
懇
談
会
」

を
定
期
的
に
開
催
す
る
。

地
域
づ
く
り
情
報
発
信

受
発
信
の
促
進

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
、
地
域
の
中
心
的
担

い
手
と
し
て
地
域
課
題
解
決
型

の
地
域
づ
く
り
を
実
施
す
る
。

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
設
置

新規

注
目
事
業

議
会
の

若者集会（U30）

自ら学び、学び合う「ひとづくり」 安全・健康で、快適な「くらしづくり」
子育てふれあい交流センター事業 5,506 たばこ対策事業 1,085
子どもの居場所づくり事業 22,923 健康ポイント事業 1,085
ホームスタート事業 3,266 健康づくり推進事業 556
子育て世代包括支援センター事業 1,972 食育推進事業 115
コミュニティスクール事業 R3より実施 一人暮らし高齢者生活支援事業 1,787
郷土学習副読本活用事業 在庫活用 介護予防・地域での支え合い事業 5,086
小中学校情報教育機器整備事業 11,573 福祉ボランティア充実事業 5,086
生涯学習推進事業 700 地域生活支援拠点等の整備 R3より実施
芸術作品等の発表の場の創出 700 自主防災組織の育成事業 51,632
スポーツ振興事業 1,814 空き家対策事業 258
本に親しむ読書活動の推進 1,384 廃棄物減量化推進事業 77
学校給食センター運営事業 185,239 廃棄物再資源化事業 50
埋蔵文化財センター活用事業 5,414 廃棄物処理収集事業 51,503
活力と魅力があふれ、人が集う「しごとづくり」 不法投棄防止活動の推進 155
担い手アクションサポート事業 300 汚水処理事業 236,190
農地中間管理事業 14,981 役場庁舎の建設 100
農産物販路拡大事業 3,379 都市公園整備事業 6,414
福祉・教育機関との連携 3,379 空き家活用推進事業 900
鳥獣被害防止総合対策交付金事業 1,196 町営住宅用地分譲事業 900
「人の駅・川の駅・道の駅」活用事業 10,000 一人ひとりがつながり、みんなで創る「しくみづくり」
物産等販売促進事業 7,217 地域づくり推進事業 8,400
起業用お試し施設 298 地域づくりコーディネーターの配置 8,400
街なかギャラリー 298 地域づくり情報受発信の促進 8,400
企業経営・雇用支援事業 1,638 コミュニティビジネスの創出 　24,048
広域連携による企業誘致活動 488 地域おこし協力隊の活用 150
勤労者互助会 310 若者による地域づくり活動の推進 350
中小企業・小規模事業者支援事業 27,185 職員研修事業 874
商品・観光資源の開発 2,220 人事評価・人材育成事業 874
祭り活性化事業 16,800 広報内容等の充実 4,514

SNS等の活用 15,242

令和２年度重点事業（一般会計）　　（事業費（単位：千円））

新規 新規
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令
和
２
年
度
当
初
予
算
（
８
会
計
）
合
計
１
２
３
億
５
８
１
４
万
円

き
ち
ん
と
有
効
に
予
算
配
分
さ
れ
て

い
る
か
各
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク

集 中 質 疑

　来年度の各会計歳入歳出予算について審議する
ため、予算特別委員会を設置しました。
　委員長に佐藤宗太議員、副委員長に物江政博議
員を互選し、2 月28日・3 月 2 日の両日開催され
町長提出の 8 会計を、慎重に審議した結果、すべ
ての会計の予算を可決いたしました。

予算特別委員会

①前年対比が大きい事業の精査
②住民のニーズにあった事業の予算配分
③一般会計から特別会計への繰入金の割合
④財政調整基金への積立状況
⑤国・県各種補助金の内容や補助率（町の負担割合）
⑥各種団体等への補助金交付内容や状況
⑦第六次振興計画の実現に沿った予算配分
⑧起債（借り入れ）にあたり、歳入にあった歳出計画の予測
⑨廃止（予算減）となった事業の検証

議会が予算書を　　
　見る主なポイント

佐藤宗太委員長と物江政博副委員長
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主 な 質 疑 内 容 Ｑ
A&&

Ｑ　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
移
行
に
よ
っ

て
、
一
般
会
計
の
負
担
が
増
額
し
た
金
額

は
。
ま
た
、
次
年
度
以
降
も
交
付
税
の
算

定
対
象
と
な
る
か
。

Ａ　

当
初
予
算
に
お
い
て
約
７
９
０
０
万
円

が
増
額
と
な
り
、
令
和
３
年
度
以
降
も
会

計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
交
付
税
算
定

は
継
続
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

Ｑ　

指
定
管
理
者
と
し
て
い
る
道
の
駅
に
対

す
る
委
託
料
１
０
０
０
万
円
は
妥
当
な
金

額
な
の
か
。

Ａ　

委
託
料
に
は
国
の
施
設
や
駐
車
場
の
管

理
経
費
、
火
災
保
険
料
等
が
含
ま
れ
て
い

る
。
指
定
管
理
料
と
し
て
必
要
な
経
費
は

き
ち
ん
と
支
出
し
、
売
上
等
に
よ
り
利
益

が
出
た
場
合
は
、
町
に
対
す
る
寄
附
と
い

う
形
で
還
元
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

地
域
づ
く
り
交
付
金
が
昨
年
と
比
べ
て

１
０
０
万
円
減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ　

各
地
区
か
ら
令
和
２
年
度
に
実
施
要
望

さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
満
額
計
上
し
て
お

り
、
削
減
等
を
実
施
し
た
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
地
域
課
題
解
決
分
と
し
て
、
一
地

区
当
た
り
20
万
円
を
新
規
に
予
算
計
上
し

た
の
で
、
そ
の
予
算
を
活
用
し
て
令
和
２

年
度
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
盛
り
上
げ
て

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
、
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
事
業
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
の
有
効
活
用
を

ど
う
図
る
の
か
。

Ａ　

中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度
と
多
面
的

機
能
支
払
交
付
金
事
業
を
選
択
制
か
ら
併

用
制
に
戻
し
た
。
交
付
さ
れ
た
補
助
金
を

有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
地
域
団
体
に
対

し
て
積
極
的
に
情
報
提
供
を
行
い
、
事
務

の
軽
減
化
を
図
る
た
め
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

Ｑ　

こ
れ
ま
で
指
導
主
事
が
配
置
さ
れ
て
き

た
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
学
校
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
変
わ
る
。
今
ま
で
の
よ
う
な

指
導
が
継
承
で
き
る
の
か
。

Ａ　

こ
れ
ま
で
常
勤
だ
っ
た
指
導
主
事
と
違

い
、
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
週
３
日

勤
務
で
１
ヵ
月
18
時
間
未
満
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
学
校
環
境
が
停
滞
し

な
い
よ
う
に
学
校
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

中
心
に
教
育
委
員
会
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
継
続
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

道
の
駅
に
対
す
る
委
託
料

　（
指
定
管
理
料
）
に
つ
い
て

Ｑ　

鶴
沼
球
場
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
募

集
中
で
あ
る
が
、
問
い
合
わ
せ
等
は
あ
る

の
か
。
ま
た
、
命
名
権
を
月
額
３
万
円
以

上
と
し
た
根
拠
は
。

Ａ　

現
在
、
応
募
は
な
い
が
、
今
後
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
い
、
積
極
的
な
働
き
か
け
を
し
て

い
く
。
募
集
終
了
後
、
複
数
の
申
し
込
み

が
あ
れ
ば
、
５
月
に
審
査
会
を
経
て
選
定

し
、
決
定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
月
額

は
施
設
規
模
や
使
用
客
数
、
他
自
治
体
の

現
状
を
総
合
的
に
考
え
て
設
定
し
た
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

地
域
づ
く
り
交
付
金
に
つ
い
て

農
林
業
水
産
事
業
費

　
　
　
県
補
助
金
に
つ
い
て

学
校
教
育

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
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主
な
質
疑
Ｑ

A&&

新たな地域づくり事業に向けた準備進む

第４回
（３月）
定例会

（2/19～3/4）

議論の経過を
知りたい方は

定例会の会議録を
ホームページで公開
しています。
公開は 4月下旬頃を
予定しています。

　

２
月
19
日
か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
15
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
長
提
出
議
案
26
件
（
人

事
２
件
、
条
例
９
件
、
当
初
予
算
８
件
、
補
正
予
算
７
件
）
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
25
日
と
26
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
８
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
政
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
27
日
に
各
常
任
委
員
会
、
28
日
と
３
月
２
日
に
は
予
算
特
別
委
員
会
を

開
き
、
提
出
さ
れ
た
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
中
、
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
を
行
い
、
議
員
提
出
議
案
２
件
が
提
案
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

坂
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
場
所
変
更

町
長
給
与
30
％

副
町
長
・
教
育
長
給
与
15
％
減
額
の
改
正

会
津
坂
下
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答

申
を
受
け
、
令
和
２
年
４
月
か

ら
令
和
３
年
３
月
末
ま
で
の
１

年
間
、
町
長
30
％
、
副
町
長
・

教
育
長
15
％
給
与
を
減
額
す
る
。

　

現
在
、
坂
下
中
央
公
民
館
二
階
に
所
在
す
る
「
坂
下
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
」
が
、
坂
下
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
の
協
議
の
結
果
、

５
月
１
日
を
目
途
に
、
東
分
庁
舎
、
現
在
の
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

へ
移
転
と
な
り
ま
す
。

移転先となる「まちづくりセンター」
（役場東分庁舎北側）

現在の「坂下コミュニティセンター」
（中央公民館２階）

問
：
選
挙
公
約
通
り
給
与
減
額
が
２
年

間
さ
れ
て
き
た
が
、
４
年
間
実
施
す
る

べ
き
こ
と
な
の
か
疑
問
で
あ
り
、
減
額

す
る
よ
り
も
、
給
与
を
き
ち
ん
と
受
け

取
り
、
そ
の
分
を
町
に
還
元
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
：
３
年
前
の
選
挙
公
約
で
始
め
た
こ

と
で
あ
る
。
給
与
が
減
額
さ
れ
た
こ
と

と
、
仕
事
を
や
る
や
ら
な
い
は
別
物
で

あ
る
。
給
与
が
幾
ら
で
あ
っ
て
も
自
分

が
与
え
ら
れ
た
使
命
は
き
ち
ん
と
果
た

し
て
い
く
つ
も
り
な
の
で
ご
理
解
頂
き

た
い
。
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人
事
案
件

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　

田
尻
早
苗
氏
（
新
任
）【
杉
】

の
選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
４
月
か
ら

３
年
間
で
す
。賛

成
全
員
で
同
意

人
権
擁
護
委
員

の
推
薦

　

矢
部
哲
雄
氏
（
再
任
）【
茶

屋
町
】
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し

た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
６
月
よ
り

３
年
間
で
す
。賛

成
全
員
で
同
意

民
法
改
正
に
伴
う
連
帯
保
証
人
制
度
変
更

会
津
坂
下
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

五十嵐一夫議員
　

提
案
さ
れ
た
非
保
証
人
制
度
を
取

り
入
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
保
証
人
制
度
と
非
保

証
人
の
制
度
を
併
用
し
て
、
入
居
者

に
選
択
し
て
い
た
だ
い
て
い
い
の
で

は
な
い
か
、
保
証
人
制
度
は
廃
止
せ

ず
堅
持
す
べ
き
も
の
と
思
慮
し
ま
す
。

　

本
案
に
つ
い
て
も
う
一
度
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
く
、
反
対
し
ま
す
。

反 対

審議案件に対する
賛否の状況

（賛否が分かれた議案）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16

物
江　

政
博

赤
城　

大
地

横
山　

智
代

渡
部　

正
司

小
畑　

博
司

佐
藤　

宗
太

山
口　
　

享

三
橋　
　

薫

青
木
美
貴
子

五
十
嵐
正
康

渡
部　

順
子

五
十
嵐
一
夫

水
野　

孝
一

酒
井　

育
子

猪
俣　

恒
雄

古
川　

庄
平

会津坂下町国民健康保険税条
例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 

長

会津坂下町営住宅管理条例の
一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議 

長

上記以外の議案は賛成全員で可決しました。 ○：賛成　×：反対　欠：欠席　議長は採決に加わりません

町営住宅（中岩田南団地）

主
な
質
疑
Ｑ

A&&

問
：
賃
貸
す
る
際
に
、
連
帯
保
証
人
を
立
て

ら
れ
な
い
課
題
も
理
解
で
き
る
が
、
連
帯
保

証
人
が
い
る
こ
と
の
効
果
も
あ
る
の
で
、
撤

廃
を
す
る
の
で
は
な
く
、
入
居
者
に
よ
っ
て

は
保
証
人
が
立
て
ら
れ
る
人
も
い
る
の
で
、

ど
ち
ら
か
を
入
居
者
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
：
様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
る

が
、
町
は
国
の
方
針
・
施
策
に
則
っ
た
形
で
、

町
営
住
宅
の
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
考
え

で
あ
る
の
で
、
ご
理
解
頂
き
た
い
。

　

民
法
等
の
改
定
に
よ
り
連

帯
保
証
人
の
規
定
が
削
除
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
本
町

の
町
営
住
宅
に
お
い
て
も
、

生
活
困
窮
者
の
居
住
先
を
確

保
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
や
、
身
寄
り
の
な
い

生
活
困
窮
者
の
入
居
の
障
害

と
な
ら
な
い
よ
う
、
保
証
人

を
町
営
住
宅
の
入
居
要
件
と

し
な
い
よ
う
規
定
を
改
め
る
。
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＜歳出事業の主な変更内容＞
①一般廃棄物収集業務（台風１９号・稲わら処理）………………… ５,４３１万円増
②プレミアム付商品券（当初見込より申請件数減）………………… ３,５５０万円減
③介護保険特別会計繰出金（見込より減額）………………………… １,１４５万円減
④児童措置費(当初見込より申請件数減)………………………………… ７６０万円減
⑤工事請負費（町営住宅改修工事の事業費確定）…………………… ４,０７１万円減
⑥予備費（予算調整のため）…………………………………………… ３,７８７万円減

会計名 補正前 補正額 補正後
一般会計
補正予算（第５号）

７４億
５,７９４万６千円

△１億
４,９６４万３千円

７３億
８３０万３千円

予想外に申請が少なかったプレミアム付商品券

№ 会計 款 項 事業名 金額(千円)

1

一般会計

４  衛生費 １  清掃費 災害等廃棄物処理事業 54,772

2
６  農林水産
　 業費

２  林業費 ふくしま森林再生事業 35,960

3
８  土木費

２  道路橋りょう費
社会資本整備総合交付
金事業（橋梁整備）

20,060

4 ４  都市計画費
公共下水道事業
（一般会計繰出）

2,677

5
11 災害復旧
　 費

１  農林水産施設災
　 害復旧費

農業施設災害復旧業務 24,546

6 下水道事業特別会計
１  下水道事
　 業費

３  下水道建設費 建設費 52,600

7
坂下東第一地区土地区
画整理事業特別会計

１  事業費
１  坂下東第一地区
　 事業費

坂下東第一土地区画整
理事業

67,849

令和元年度繰越事業

　追加議案として提出された、一般会計及び特別会計の令和元年度補正予算を審議し、すべて原
案どおり、可決しました。今回の補正は、主に交付金・補助金をはじめ事業費の確定に伴う事業
費の増減を計上したものであり、主な変更内容は下記のとおり。

主
な
質
疑
Ｑ

A&&

問
：
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
大
幅

に
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
執
行
状

況
と
そ
の
要
因
を
伺
う
。

答
：
町
全
体
と
し
て
、
当
初
２
８
０

０
人
の
申
請
を
見
込
ん
で
い
た
が
、

12
月
20
日
時
点
で
１
２
９
７
人
で
あ

り
、
約
39
％
の
執
行
状
況
で
あ
る
。

　

申
請
が
少
な
か
っ
た
要
因
と
し

て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
が
交
付

さ
れ
る
の
で
は
な
く
購
入
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
方
々

に
と
っ
て
使
い
に
く
い
、
ま
た
申
請

が
煩
雑
で
あ
る
と
感
じ
て
、
当
初
見

込
み
よ
り
も
利
用
者
が
少
な
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

令和元年度プレミアム付商品券
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※�一般質問・・・議員が町の行財政全般にわたり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
疑問点を質すこと。会津坂下町議会では質問答弁を含めて、１人50分以内としています。

一般一般
質問質問 議員が町政を質す！

　第 １回定例会では、８人の議員が一般質問を行い、２日間にわたり活発な議論を展開しました。
質問と答弁を要約した内容は、14ページから17ページです。

令和２年第２回定例会は、６月４日から６月12日までの会期（予定）です。
一般質問は６月８日（月）、９日（火）午前10時開会予定です。
新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、傍聴の際は手指の消毒、マスクの
着用にご協力下さい。

第１回（３月）定例会の一般質問録画配信中
議会基本条例に基づき、町民に開かれた議会を推進するため一般質問を
録画配信しています。

町のホームページまたは YouTube でご覧になれます。

質問議員（質問順序） 質問項目 頁

１
（議会を代表しての質問）

五十嵐　正　康
①会津坂下町の財政健全化と明るい将来像について
②会津坂下町の産業の活性化について Ｐ14

２ 五十嵐　一　夫
①�町の活性・振興に欠かせない、宿泊企業誘致活動の取り組
みを問う

②交流人口拡大にトイレは喫緊の課題
③生活交通としての公共交通バス対策事業取り組みを問う

Ｐ14

３ 横　山　智　代
①環境・ゴミ減量等について
②教育行政について
③職員の人材育成について

Ｐ15

４ 佐　藤　宗　太
①災害と防災について
②自己財源確保について
③将来に求められるITや国際化へ向けた教育環境について
④冬期間の通学バスの無料化についてどのような検討がなされたのか

Ｐ15

５ 渡　部　正　司 ①地域づくりについて
②役場窓口対応について Ｐ16

６ 小　畑　博　司 ①ばんげ学を進化させ、町の担い手を育てよう
②ふるさと回帰の機運を活かせ Ｐ16

７ 赤　城　大　地 ①第六次振興計画実施計画について Ｐ17

８ 物　江　政　博 ①鳥獣被害について
②町道について Ｐ17
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議
会
を
代
表
し
て
の
質
問

バ
ス
利
用
の
通
院
者
に
お
い
て
は
診

察
後
の
待
ち
時
間
が
長
く
、
バ
ス
待

合
所
は
お
粗
末
、
高
齢
者
に
は
耐
え
が
た

い
、
午
前
便
の
増
便
が
で
き
な
い
の
か
、
タ

ク
シ
ー
と
の
協
力
、
西
会
津
線
と
の
協
力
が

で
き
な
い
の
か
。

　

若
松
や
喜
多
方
へ
の
便
は
通
学
バ
ス
が
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
、
提
携
す
れ
ば
路
線
の
利

便
性
が
向
上
す
る
が
提
携
の
取
り
組
み
が
で

公
債
費
の
平
準
化
の
考
え
と
独
自
財

源
確
保
の
た
め
の
政
策
は
。

基
金
積
み
立
て
の
状
況
や
各
種
財
政

指
標
の
推
移
を
見
極
め
、
財
政
健
全

化
の
取
り
組
み
の
中
で
最
適
な
時
期
に
自
主

財
源
に
よ
る
繰
り
上
げ
償
還
を
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

独
自
財
源
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
町
税
の

収
納
率
の
維
持
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、

未
利
用
財
産
の
積
極
的
な
活
用
・
処
分
及
び
、

公
共
施
設
に
対
し
て
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

事
業
の
実
施
等
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

財
政
健
全
化
施
策
を
問
う

繰
上
償
還
や
独
自
財
源
確
保
に
努
め
ま
す

五十嵐正康議員

問答

町
の
活
性
・
振
興
に
欠
か
せ
な
い
、

ビ
ジ
ネ
ス
・
ツ
ー
リ
ス
ト
ホ
テ
ル
の

誘
致
の
必
要
性
、
効
果
、
取
り
組
み
の
姿
勢

に
つ
い
て
問
う
。

企
業
誘
致
と
同
様
に
、
地
域
へ
の
波

及
効
果
が
大
き
い
、
有
意
義
な
取
り

組
み
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

会
津
坂
下
町
で
は
採
算
の
取
れ
る
稼
働
率

６
割
は
大
変
厳
し
い
数
字
で
あ
り
ま
す
。

　

宿
泊
企
業
を
含
め
た
サ
ー
ビ
ス
業
の
誘
致

に
も
重
点
を
置
き
、
こ
れ
ま
で
の
製
造
業
を

主
体
と
し
た
企
業
誘
致
と
一
体
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
未
使
用
公
共
設
備
を
活
用
し

た
宿
泊
施
設
へ
の
整
備
に
つ
い
て
も
模
索
し

て
い
き
ま
す
。

ホ
テ
ル
誘
致
の
必
要
性
を
問
う

波
及
効
果
は
大
き
い
と
認
識

五十嵐一夫議員

問答

農
地
の
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
と
高
度
Ｉ

Ｃ
Ｔ 

活
用
に
よ
り
国
際
競
争
力
の

強
化
を
。今

年
度
か
ら
開
始
し
た
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
の
実
質
化
」
を
推
進
さ
せ
、

農
地
集
積
の
向
上
を
図
り
ス
マ
ー
ト
農
業
に

対
応
し
た
基
盤
整
備
を
行
い
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

問答 今
後
の
農
業
施
策
の
強
化
は

ス
マ
ー
ト
農
業
の

�

基
盤
整
備
を
行
い
ま
す

問 一

般

質

問

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
の
取
り

組
み
た
め
の
、
今
後
10
年
間
で
必
要

と
さ
れ
る
予
算
の
規
模
は
。

現
在
、
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

（
個
別
施
設
計
画
）
の
見
直
し
を
す

る
た
め
、
今
後
10
年
間
に
見
込
ま
れ
る
修
繕

及
び
長
寿
命
化
の
需
要
量
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
基
づ
き
修
繕
・
更
新

費
用
の
平
準
化
を
図
り
、
財
政
に
与
え
る
影

響
を
最
小
限
に
し
な
が
ら
、
施
設
の
維
持
・

管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問答

ドローンを活用したスマート農業

き
な
い
の
か
等
公
共
バ
ス
対
策
事
業
を
問
う
。

通
学
時
間
帯
の
利
用
は
多
い
も
の
の
、

そ
れ
以
外
の
時
間
帯
の
利
用
が
少
な

い
こ
と
が
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
生
活
を
支
え
る
交
通
手
段
を
確
保

す
る
た
め
、
既
存
の
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、

事
例
等
を
調
査
・
研
究
し
、
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
と
の
協
力
に
つ
い
て
は
、
タ
ク

シ
ー
券
の
補
助
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
通

学
バ
ス
の
路
線
バ
ス
へ
の
切
り
替
え
は
困
難

で
あ
り
ま
す
。

答こ
れ
も
質
問

問　

交
流
人
口
拡
大
に
ト
イ
レ
は
喫
緊
の
課

題
。

答　

必
要
不
可
欠
で
す
が
、
現
在
の
財
政
状

況
で
は
厳
し
い
で
す
。

　西会津町民バス
野沢坂下線　

坂下町内でも自由に乗
降できると便利になる
のです。
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一

般

質

問

台
風
19
号
に
お
け
る
被
害
の
復
旧
状

況
は
。

浸
水
被
害
家
屋
を
除
き
ま
す
と
、
町

道
の
法
面
崩
落
2
路
線
、
農
地
の
法

面
崩
落
が
３
箇
所
、
用
水
路
等
の
破
損
が
２

箇
所
、
揚
水
機
の
故
障
が
３
箇
所
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
町
道
勝
負
沢
線
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
12
月
９
日
に
竣
工
し
ま
し
た
。
ま
た
、

町
道
片
門
洲
走
線
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年

12
月
12
日
に
竣
工
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

農
地
及
び
農
業
用
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

作
付
前
の
竣
工
を
め
ざ
し
、
復
旧
工
事
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ゴ
ミ
袋
の
価
格
は
下
げ
ら
れ
な
い
か
！

今
後
も
現
状
の
事
業
を
継
続
し
ま
す

横山　智代議員

災
害
と
防
災
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

災
害
の
影
響
を
最
小
限
に
く
い
と
め

る
よ
う
な
防
災
体
制
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ

る
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、

「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
と
い
っ
た
考
え

方
を
基
本
に
、
そ
の
必
要
性
や
役
割
、
防
災

訓
練
へ
の
積
極
的
な
参
加
等
に
つ
い
て
、
広

く
地
域
住
民
に
啓
蒙
し
て
ま
い
り
ま
す
。

災
害
と
防
災
に
つ
い
て
の
課
題
は

自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
図
り
ま
す

佐藤　宗太議員

問答

河
川
氾
濫
地
域
の
現
状
と
対
策
は
。

水
害
で
被
災
す
る
地
区
に
つ
き
ま
し

て
は
、
お
も
に
細
工
名
地
区
と
片
門

地
区
で
あ
り
、
河
川
増
水
に
よ
る
内
水
氾
濫

が
原
因
で
あ
り
、
現
在
、
国
及
び
県
に
お
い

て
、
阿
賀
川
と
只
見
川
の
河
道
掘
削
工
や
築

堤
護
岸
工
の
河
川
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
お

り
、
内
水
氾
濫
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
只
見
川
の
河
川
改
修

工
事
に
お
い
て
は
、
毎
回
浸
水
す
る
箇
所
に
、

排
水
用
の
大
型
集
水
桝
の
設
置
を
要
望
い
た

し
ま
し
た
。

問答

ゴ
ミ
袋
の
品
質
・
価
格
に
つ
い
て
伺

う
。

ゴ
ミ
袋
の
品
質
は
、
材
質
に
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
を
使
用
。
可
燃
袋
で
０
．０

３
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
不
燃
袋
で
０
．０
４
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。
取
り
扱
い
上
の
注
意
は

ロ
ー
ル
を
束
ね
て
あ
る
紙
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
は
、
引
っ
張
り
に

強
く
、
伸
び
に
く
い
と
い
う
特
性
が
あ
り
ま

す
。
以
前
の
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
含
有
の
袋
に

比
べ
、
燃
や
し
て
も
有
害
ガ
ス
や
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
等
の
発
生
も
な
く
、
環
境
に
や
さ
し
い

エ
コ
素
材
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
材
質
を
使

用
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
価
格

で
す
が
、
ご
み
排
出
量
の
削
減
及
び
排
出
者

の
負
担
の
公
平
化
を
目
的
に
ご
み
処
理
有
料

化
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
処
理
手

問答

学
校
給
食
費
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

本
町
の
学
校
給
食
の
食
材
費
に
つ
い

て
は
保
護
者
負
担
と
し
、
調
理
や
運

搬
等
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
係
る
費
用

は
、
今
ま
で
通
り
町
が
負
担
す
る
考
え
で
す
。

教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
要
保
護
・
準
要
保
護
世
帯
の
給
食
費

は
全
額
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
給
食
費
の
助
成
は
で
き
な
い
か

食
材
費
は
保
護
者
負
担
と
し
て
い
ま
す

こ
れ
も
質
問

問　

職
員
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
。

答　

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

と
町
政
発
展
の
た
め
に
は
、
人
材
育
成
は
欠

か
せ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

問答

問 数
料
は
基
金
と
し
て
積
み
立
て
し
、
廃
棄
物

処
理
施
設
の
整
備
及
び
廃
棄
物
減
量
化
推
進

事
業
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
現
状
の

ご
み
処
理
有
料
化
事
業
の
継
続
を
維
持
し
て

参
り
ま
す
。

材質（ポリエチレン）を
見直してほしい要望があ
る「破れやすいゴミ袋」

水害に対応する消防団
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令
和
２
年
度
か
ら
配
置
さ
れ
る
地
域

づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
割

は
な
に
か
。
町
職
員
に
よ
る
地
域
づ
く
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
の
指
導
監
督
と
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
か
。

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

常
勤
職
員
と
し
て
各
コ
ミ
セ
ン
に
1

人
配
置
し
ま
す
。
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

中
心
的
担
い
手
と
し
て
、
各
地
区
地
域
づ
く

り
協
議
会
と
連
携
し
、
地
域
課
題
の
把
握
に

努
め
、
地
域
の
人
材
を
活
か
す
「
地
域
課
題

解
決
型
」
の
取
り
組
み
を
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ
町
職
員

２
名
を
配
置
し
、
業
務
管
理
、
庁
内
関
係
部

署
と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
補
佐
し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
づ
く
り
へ
の
町
長
の
関
与
は

地
域
づ
く
り
推
進
会
議
を
設
置
し
ま
し
た

渡部　正司議員

ば
ん
げ
学
を
進
化
さ
せ
、

�

町
の
担
い
手
を
育
て
よ
う

今
後
も
、
地
域
と
学
校
が
連
携
し
郷
土
へ
の
理
解
を
深
め
、

町
の
課
題
を
考
え
る
こ
と
の
出
来
る
子
供
を
育
て
た
い

小畑　博司議員

町
は
坂
下
の
魅
力
を
伝
え
る
た
め
、

副
読
本
を
作
り
小
学
生
か
ら
学
ば
せ

て
お
り
ま
す
が
、
魅
力
だ
け
で
は
な
く
町
の

課
題
を
共
に
考
え
て
い
た
だ
く
学
び
へ
の
進

化
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
小
学
３
年
生
に
「
副
読
本
」

を
配
布
し
、
町
の
産
業
や
伝
統
行
事

に
つ
い
て
学
習
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
は
「
職
業
体
験
学
習
」
な

ど
を
通
じ
て
、
地
域
貢
献
へ
の
意
識
を
育
ん

で
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
と
学
校
が
連

携
し
町
の
課
題
を
共
に
考
え
ら
れ
る
子
ど
も

を
育
て
た
い
と
考
え
ま
す
。

問答

問答

窓
口
で
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
（
事
件
・

事
象
）
の
捉
え
方
を
ど
う
考
え
、
実

践
し
て
い
る
か
。

事
務
や
接
遇
に
お
い
て
、
様
々
な
事

象
を
見
落
と
さ
な
い
こ
と
が
基
本
と

考
え
て
い
ま
す
。
事
象
を
発
見
し
た
も
の
は
、

遅
滞
な
く
上
司
等
に
報
告
し
、
事
象
に
よ
る

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
、
原
因
調
査
や
再

発
防
止
策
等
の
検
討
・
共
有
を
図
り
、
注
意

喚
起
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問答 窓
口
対
応
へ
の
苦
情
処
理
は

�
ど
う
し
て
い
る
か

窓
口
の
改
善
等
を
し
て
い
ま
す

地
域
づ
く
り
で
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
」
の
実
態
は
な
に
か
。

持
続
可
能
な
活
動
と
し
て
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
の
創
設
を
重
点
事
業
に
掲
げ
ま
し
た
。

地
域
資
源
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
・
販

売
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
収
益
金

を
地
域
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
ま
す
。

問答

集い合う地域イベント
（若宮地区町民大運動会）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
全
国
で
５
０

０
０
名
を
超
え
て
採
用
さ
れ
て
い
る
。

ふ
る
さ
と
回
帰
の
機
運
を
活
か
し
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
せ
よ
。

地
域
に
お
け
る
担
い
手
不
足
や
、
後

継
者
不
足
な
ど
の
課
題
解
決
に
、
ふ

る
さ
と
回
帰
の
機
運
を
活
か
す
こ
と
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
ふ
る
さ
と

回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
、
交
流

人
口
・
関
係
人
口
の
増
加
、
移
住
・
定
住
に

つ
な
げ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問答 ふ
る
さ
と
回
帰
の
機
運
を
活
か
せ

町
の
課
題
解
決
に
は
有
効
と
考
え
ま
す

郷土を知るために、
もっと活かせ副読本
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じ
る
。
こ
れ
ら
は
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
で
相

乗
効
果
が
あ
る
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

こ
の
二
つ
の
事
業
は
、
町
内
に
お
け

る
雇
用
創
出
や
経
済
の
活
性
化
な
ど

同
様
の
目
的
を
有
し
た
重
要
な
施
策
で
あ
り
、

一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
よ
り
一
層
の
効

果
が
得
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
空
き
店
舗
へ
の
運
輸
関
連
企

業
の
誘
致
な
ど
、
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な

い
幅
広
い
視
点
を
持
ち
、
関
連
す
る
事
業
を

つ
な
げ
一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
街
な
か

の
賑
わ
い
と
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

来
年
度
よ
り
本
格
的
に
始
動
す
る
若

者
集
会
で
の
提
案
は
ど
の
よ
う
に
施

策
に
取
り
入
れ
ら
れ
予
算
措
置
が
な
さ
れ
る

の
か
。

若
者
に
よ
る
地
域
づ
く
り
推
進
事
業

は
、
具
体
的
に
は
坂
下
高
等
学
校
、

会
津
農
林
高
等
学
校
の
生
徒
が
地
域
づ
く
り

活
動
に
取
り
組
む
事
業
で
あ
り
、
会
津
大
学

短
期
大
学
部
青
木
ゼ
ミ
の
学
生
に
高
校
生
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。
事

業
全
体
の
運
営
に
つ
い
て
は
一
般
社
団
法
人

会
津
坂
下
青
年
会
議
所
と
の
連
携
に
よ
り
実

施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
多
く
の
若
者

の
想
い
が
込
め
ら
れ
た
「
若
者
集
会
」
か
ら

の
提
案
に
は
、
地
域
に
活
力
を
与
え
ら
れ
る

よ
う
、
必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
ま
い
り
ま

す
。

若
者
集
会
で
の
提
案
に

�

予
算
付
け
は
可
能
か

必
要
な
予
算
を
確
保
し
ま
す

赤城　大地議員

町
道
の
安
全
対
策
の
施
策
を
問
う

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
処
す
る

物江　政博議員

町
道
に
自
動
車
が
安
全
に
運
行
す
る

た
め
に
施
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
が
少

な
い
理
由
を
伺
う
。

通
学
路
等
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
に
、
あ
え
て
車
道
幅
を
外

側
線
に
よ
り
５
．５
ｍ
以
下
に
し
、
自
動
車

交
通
の
ス
ピ
ー
ド
抑
制
を
促
す
施
工
も
し
て

い
る
。
ま
た
、
幹
線
道
路
等
の
ラ
イ
ン
が
薄

く
な
っ
て
い
る
個
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警

察
署
を
含
め
た
関
係
機
関
に
よ
る
通
学
路
等

に
お
け
る
合
同
安
全
点
検
に
よ
り
要
望
さ
れ

た
箇
所
を
順
次
施
工
し
、
道
路
交
通
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

問答

問答従
来
の
中
心
市
街
地
に
と
ら
わ
れ
な
い

�

施
策
が
必
要
で
は
な
い
か

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

�

施
策
を
行
い
ま
す

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事
業
と
企
業
誘

致
推
進
事
業
は
従
来
の
中
心
市
街
地

や
工
場
誘
致
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

問

答

東
第
一
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
う

都
市
計
画
道
路
「
坂
下
喜
多
方
線
」

の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

当
該
箇
所
に
つ
い
て
道
路
築
造
工
事

が
施
工
さ
れ
て
い
な
い
。
事
業
遂
行

に
当
た
っ
て
は
工
事
費
、
移
転
補
償
費
の
高

騰
と
と
も
に
水
路
の
築
造
工
事
が
町
単
独
費

に
よ
る
施
工
と
な
る
。
今
後
は
計
画
的
に
保

留
地
処
分
を
進
め
費
用
を
ね
ん
出
し
な
が
ら
、

当
該
路
線
の
整
備
を
進
め
た
い
。

問答
なんとか活用できないか空き店舗

以
前
、
購
入
し
た
捕
獲
用
罠
の
活
用

を
伺
う
。

被
害
状
況
や
生
息
状
況
を
調
査
し
、

当
町
が
保
有
す
る
捕
獲
用
罠
を
活
用

し
て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
鳥

獣
の
個
体
数
の
減
少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問答 当
町
の
鳥
獣
被
害
対
策
を
問
う

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

�

を
活
用 早急な安全対策が望まれる原街道
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議会
活動報告

障
が
い
児
・
障
が
い
者
へ
の
支
援
の
充
実
と

若
者
が
活
躍
す
る
姿
を
も
っ
と
前
面
に

１．障がい児・障がい者への支援
　寄り添っている家族を、町がいかに支援できるかという観点で議会において
検討を行い、下記の支援を行うよう求める。
（１）�どこに相談したら良いのか分かりにくい状況を打開するため、相談窓口

の充実を図り、不安や悩み、問題点が共通している保護者同士の情報交
換の場を提供すること。

（２）�将来不安なく社会生活ができるように、未来への選択肢を一緒に考える
事の出来る専門家へ繋いでいく仕組みを構築すること。　

２．中高生の町事業、催事への積極参加
　第六次振興計画実施計画において「若者を政策の主体として位置づけ、本腰
を入れて世代リレーに取り組む」目標を実現するためにも、下記の取り組みを
行うよう求める。
（１）中高生の町事業、催事への積極参加を企画すること。
（２）�現在、各種ボランティアに参加しているが、もっと若者の活躍が町民の

目に広く映るように、ばんげ秋祭りの審査員に中学校の生徒会役員を入
れることや、若者集会（Ｕ３０）による地域活動推進事業として秋祭りの
仮装山車の製作参加を促すこと。

提言書

①聴く②話し合い
令和元年度のばんげ
未来トーク（計 ７ 回、
86名参加）により、
町民の様々な課題が
出された。

③皆さんの声声を議会が町へ提言

議員で実施報告書を
もとに議員間討議
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　 １月27日に福島県町村議会議長会主催の研修
に参加しました。

　＜講演内容＞
　①日本の政局・政治の行方
　　（時事通信社解説委員　山田惠資氏）
　②町村議会の現状と課題
　－町村議員の役割と議員報酬・定数の在り方－
　　（明治大学政治経済学部　牛山久仁彦教授）

町村議会の現状と課題に
ついて学ぶ

ばんげ未来トーク
（川西熟年大学）

研修

町村議会議員研修会（郡山ビックパレット） 町民議会懇談会（津尻温泉  滝の湯）

　令和 ２年 １月16日、川西地区地域づくり協議

会熟年講座会員25名と総務常任委員会等 ９名が

参加し、実施しました。

　テーマは「防災と今後の会津坂下町について」

で、活発な意見交換がなされました。昨年の台

風19号がもたらした災害での今後の課題につい

て、提案された要望事項は、①河川の改修、特

に樋門の改良　②自主防災組織の確立　③災害

用備品等の確保　④12時台のバス運行再開を望

む声が出されました。

報告

さらなる町議会活性化を目指して
議員提案で
条例を改正

議会基本条例の一部改正 議会会議規則の一部改正

①�地方自治法改正に伴い、「会津坂下町振

興計画基本構想」を議決事項に追加。

②�議会基本条例がきちんと機能しているの

かを確認するため、毎年、政策会議（議

会組織内）において検証を行い、見直し

を継続していく取り組みを条例に追加。

　将来の議会議員の方々に向けて、女性や

若い世代が活躍できる環境を用意し、まち

づくりに参画しやすい議会に変えていくた

めに、女性議員が出産のため議会に欠席届

を提出することを規程に追加。

　さらなる町議会の活性化を図るため、猪俣恒雄副議長から、議員全員賛成者となり、
下記の条例及び規則の一部改正案が提出され、原案どおり可決されました。
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私
は
、
若
宮
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
副

会
長
と
い
う
立
場
で
、
第
六
次
会
津
坂
下
町
振

興
計
画
の
策
定
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
会
定
例
会
で
は
、
地
域
づ
く
り
と

第
六
次
振
興
計
画
実
施
計
画
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
町
と
し
て
は
ど
の
様

な
考
え
で
実
行
し
て
い
く
の
か
大
変
興
味
を
持

っ
て
傍
聴
に
臨
み
ま
し
た
。

　

地
域
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に

よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
役

場
が
直
接
現
場
と
係
わ
っ
て
い
く
こ
と
。
そ
の

た
め
に
役
場
内
に
地
域
づ
く
り
推
進
会
議
を
設

置
し
連
携
す
る
と
と
も
に
、
課
題
解
決
型
の
事

業
展
開
を
図
る
こ
と
。
そ
し
て
、
年
２
回
開
催

す
る
地
域
懇
談
会
に
は
、
三
役
が
必
ず
出
席
す

る
こ
と
等
、
前
向
き
な
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し

た
。
ぜ
ひ
、
実
施
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

青
年
会
議
所
や
短
大
生
・
高
校
生
等
、
若
者

の
意
見
を
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
は
、
意
義
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
を
活
性
化
す

る
た
め
に
は
、
も
っ
と
い
ろ
ん
な
団
体
と
の
連

携
強
化
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
区
・

地
域
・
町
が
繋
が
る
た
め
に
は
、
区
長
の
役
割

が
と
て
も
重
要
で
す
。
区
長
・
自
治
会
長
と
地

域
づ
く
り
協
議
会
の
関
係
や
役
割
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
踏
み
込
ん
だ
議
論
を
し
て
欲
し
か
っ

た
と
感
じ
ま
し
た
。

　

町
の
財
政
が
厳
し
い
の
で
、
予
算
を
伴
う
事

業
に
つ
い
て
は
突
っ
込
ん
だ
議
論
が
し
に
く
い

状
況
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
何
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
優
先
順
位
を
決
め
て
、

よ
り
良
い
坂
下
町
に
な
る
よ
う
に
積
極
的
に
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

議
会
傍
聴
に
参
加
し
て

�

大 

江
　
菊 

地
　
一 

正

み
な
さ
ん
の
声

み
な
さ
ん
の
声

長年の功労により
表彰されました。

表彰者２名の肖像画が議員控室へ掲額されます

永年勤続功労者表彰
（議会議員21年以上在職）

酒井育子議員と水野孝一議員

全国町村議会議長会自治特別功労者表彰
（議会議員15年以上在職）

猪俣恒雄議員

　

世
界
中
に
恐
怖
を
与
え
て
い
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
物
流

も
経
済
も
、
ま
し
て
や
人
の
命
さ

え
も
奪
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

目
に
見
え
る
わ
け
で
も
、
形
や
色

に
表
す
こ
と
も
で
き
な
い
、
や
っ

か
い
な
「
菌
」
に
人
類
た
ち
が
立

ち
向
か
っ
て
い
ま
す
。
人
間
形
成

で
大
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
と

れ
ず
個
々
と
の
戦
い
と
な
っ
て
い

る
気
が
し
ま
す
。

　

議
会
も
こ
の
度
の
改
選
に
よ
り
、

２
名
減
の
14
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
、
た
く
さ
ん
の

課
題
を
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
菌
」
に
惑
わ
さ
れ
ず
、
あ
ち
こ

ち
で
桜
や
春
の
花
が
咲
き
、
心
を

和
ま
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
早
い

ウ
イ
ル
ス
の
終
息
（
収
束
）
を
願

う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

�

（
委
員
長　

青
木
美
貴
子
）


